
 

＜恕す気持ち＞ 

２０２６年１月１日発行の東京新聞の社説に、【「怒」を「恕」に変える】という記事が載っていました。「怒」と

「恕」は、形は似ていますが、ほとんど正反対の意味を持っています。「恕す」は「ゆるす」と読みます。ゆるすと

読む漢字は、「許す」「赦す」などがありますが、「恕す」は、相手に対して思いやりの気持ちをもってゆるすとい

う意味だそうです。 

相手に対して「怒」を持つためには、相手からされたことや、言われたことが、どのような意味な

のか十分に理解しないと「怒る」ことはできません。同じように、「恕」も相手の気持ちや立場を十

分に理解できないと「恕す」ことができません。 

どちらも同じように相手の気持ちを知り、理解したうえでの感情であれば、恕す気持ちをもって接することを

心がけていきたいと思います。 

＜ピンクシャツデー＞ 

カナダで中学生の男子生徒がピンク色のポロシャツで登校したところ、からかわれていじめられました。 

それを知った上級生が、「みんなでピンクシャツを着よう」と友だちに呼びかけ、翌朝ピンク色の

シャツを着た生徒が大勢登校してきました。リストバンドやリボンなど、ピンク色の小物を身につけ

た生徒もいました。学校中がピンク色に染まり、その日以来、その学校ではいじめがなくなりました。

（日本ピンクシャツデー公式サイトから一部抜粋編集しました。） 

大和小学校の子どもたちも、一人ひとり豊かな個性を持っています。お互いに認め合い、尊重し合うことが大

切だということは、全員が知っています。ただ、「理解するよ、認めるよ、わかるよ」という寄り添う気持ちや行動

に至らないことも起きています。 

道徳をはじめ、あらゆる活動を通して、「相手の気持ちを尊重する」ことの大切さを、ご家庭・地域の方々の協

力をいただきながら、伝え続けていきます。（２月２５日（水）今年のピンクシャツデーです） 

                                     （学校長） 

＜声のかけ方 ①「どいてください」 ②「通らせてください」＞ 

前段の「相手の気持ちを尊重する」で思い出したことがあります。人込みの向こう側に行きたい時の声のか

け方です。タイトルにある２つの言葉のうち、言われて嫌な気持ちになりやすいのはどちらでしょうか。おそらく

①の「どいてください」だと思います。①は自分の都合で相手を動かす言い方です。また、「どく」という行動を

限定しているので、指示や命令のように受け取られる可能性もあります。 

②の「通らせてください」は気持ちを伝える言い方で、「通る」のは自分です。自分の動きについて相手にお

願いするスタンスなので、①よりはやわらかいニュアンスで伝わるのではないでしょうか。 

同じ目的の声かけでも、「相手」を動かす言い方より、「自分」の動きを伝えるやり方を選ぶようにすると、相

手を尊重する姿勢が伝えられると思います。                    

（教頭） 
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